
別記様式第１号－１

市町名

（単位：円）

№ 単位事業名 令和3(2021)年度 令和4(2022)年度 令和5(2023)年度 令和6(2024)年度 令和7(2025)年度 合計

560,132 810,000 1,370,132

300,000 500,000 800,000

うち県交付金 150,000 250,000 400,000

1,322,000 1,150,000 2,472,000

300,000 500,000 800,000

うち県交付金 150,000 250,000 400,000

320,656 320,000 640,656

288,000 224,000 512,000

うち県交付金 144,000 112,000 256,000

453,400 945,169 811,000 2,209,569

300,000 500,000 405,000 1,205,000

うち県交付金 150,000 250,000 202,000 602,000

800,242 807,340 800,000 2,407,582

300,000 500,000 385,000 1,185,000

うち県交付金 150,000 250,000 192,500 592,500

412,948 393,393 366,000 1,172,341

300,000 275,000 168,000 743,000

うち県交付金 150,000 137,500 84,000 371,500

492,636 955,500 1,448,136

300,000 497,000 797,000

うち県交付金 150,000 248,500 398,500

229,953 229,953

206,000 206,000

うち県交付金 103,000 103,000

246,449 246,449

140,000 140,000

うち県交付金 70,000 70,000

226,139 226,139

86,000 86,000

うち県交付金 43,000 43,000

390,711 390,711

172,000 172,000

うち県交付金 86,000 86,000

0 1,093,252 2,159,226 4,348,690 5,212,500 12,813,668

0 604,000 1,200,000 2,163,000 2,679,000 6,646,000

うち県交付金 0 302,000 600,000 1,081,500 1,339,000 3,322,500

2
こども体験フェス
ティバルVol.2

3

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

総事業費

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（市町総括表）
【単独　・　連携事業】

那須塩原市

花咲くぽっぽ通り

総事業費

うち市町支出額1

6

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

4
きらサパ（きらむぎ
サッカーパーク）交流
事業

5
第一分団消防団
PR事業

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

総事業費

那須地区民謡・三
味線等の伝統音楽
普及事業

「青空食堂」を核と
した地域交流拠点
と高齢者の生きが
いの創出

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額

総事業費

うち市町支出額市町計

7
子育て世代のつな
がりコンサート

8

産前からの切れ目な
い支援～妊娠中から
地域とつながりがもて
るように～

9

10
農業体験塾「元気
のらクラブ」

11
地域による子育て
交流事業

社会的処方「つな
がりが感じられる埼
玉コミュニティ」



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）
令和６年度 令和７年度 支援期間の 支援期間の

・花の植栽
・除草作業、花壇の耕
し、剪定、消毒、花植
え、水やり
・ガーデンアドバイザー
との話し合い
・イベント事業

・花の植栽
・除草作業、花壇の耕
し、剪定、消毒、花植
え、水やり
・ガーデンアドバイザー
との話し合い
・イベント事業

・花の植栽
・除草作業、花壇の耕
し、剪定、消毒、花植
え、水やり
・ガーデンアドバイザー
との話し合い
・イベント事業

560,132 810,000 1,370,132 555,000

300,000 500,000 800,000 0

うち県交付金 150,000 250,000 400,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 260,132 310,000 570,132 555,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 那須塩原市

事業名 花咲くぽっぽ通り

事業主体の名称 ぽっぽ通り花の会

代表者の名称 金子　哲也

事業主体の所在 〒329-2753　那須塩原市五軒町1-13

事業主体の概要

・団体の目的：市民の楽しい散策の場と交流の場をつくりあげ、市民社会の生活の向上につなげる。
・設立年月日：令和４年１０月５日
・構成員等：４３人

草が茂り荒れた土地になっているぽっぽ通りを、きれいな花の咲く道にするため活動を始めた。通年で花が見られるよう整備
するためには継続した活動を要する。また、それに伴うボランティアを始めとした協力が必要となる。当該事業に係る

地域の現状と課題

事業目的

市民が協働して地域の憩いの場を創出し、中心市街地を活性化させ、市民の健康づくりや交流の場とする。また、緑豊かで快
適なまちづくりのため、ボランティアとして市民自らが様々な花を植栽し、緑化の推進を図る。

事業概要

［令和６年度］
市民ボランティアを募り、東野鉄道の軌道跡である「ぽっぽ通り」の緑化活動を行いながら市民の交流を図った。
○通年　　　　　四季様々な花の植栽と管理、バラの管理
〇４月～３月　除草作業や花壇の耕し、剪定、消毒、花植え、水やり
〇毎月第一水曜日　ガーデンアドバイザーとの今後の話し合い
〇ばらガーデンの増設
イベント事業
〇６月　　　　　ばら園先進地視察
〇ボランティア受入れ
　６月　　西那須野観光協会３７名
　６月　　那須拓陽高校１０名
　１０月　西那須野観光協会３０名
　１１月　山洋工業８名
　１２月　交流会

［令和７年度］
令和６年度の活動を継続し、市民の交流の場を提供する。

事業に係る市町総合戦略の目標及びKPI

【基本目標４】 安心して住み続けたい魅力的な地域をつくる
【具体的な施策】⑤市民協働による地域づくりの推進、中心市街地の活性化
【目標指標】本市に住み続けたいと思う人の割合 【現状値(R1)】 65.6% → 【R9】 上昇を目指す(75％以上)
自治会加入率 【現状値（R4）】 59.4% → 【R9】 60％

担当者名

連絡先

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

300,000

126,231

133,901

560,132

２　支出の部

県交付金

210,056
150,000 75,000 60,056

花苗、球根、ばら苗木、肥料代、看
板用木材

179,238
140,000 70,000 39,238

バラ用アーチ、軍手、スコップ、鎌、
花用支柱他

4,700
4,000 2,000 700

物置運搬時輸送手数料

5,600
5,000 2,500 600

傷害保険16名

2,848
1,000 500 1,848

ガソリン代

157,690 0 0 157,690
飲食代

0

0

0

0

0

560,132 300,000 150,000 260,132

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

栃木県わがまちつながり構築事業事業実績書（単位事業収支予算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 花咲くぽっぽ通り

対象年度

備考科目

市補助金

会費

寄付金

財源

計

科目
予算額
（精算額）

備考市町支出額
自主財源等

原材料費

消耗品費

通信運搬費

保険料

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

燃料費

補助対象外経費



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）
令和６年度 令和７年度 支援期間の 支援期間の

こども体験フェスティバ
ルの開催

こども体験フェスティバ
ルの開催

こども体験フェスティバ
ルの開催

1,322,000 1,150,000 2,472,000 1,150,000

300,000 500,000 800,000 0

うち県交付金 150,000 250,000 400,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 1,022,000 650,000 1,672,000 1,150,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 那須塩原市

事業名 こども体験フェスティバルVol.2

事業主体の名称 一般社団法人　黒磯那須青年会議所

代表者の名称 笹森　貴仁

事業主体の所在 〒325-0061　那須塩原市末広町64-27

事業主体の概要

・団体の目的：社会課題を解決し、持続可能で元気な地域を創り明るい豊かな社会を目指す。
・設立年月日：1974年5月18日
・構成員等：33人

 子供の健全な成長には、習い事や体験活動による新たな発見や楽しいと思える経験が重要である。同時に将来の夢を描く選
択肢が広がり活動意欲が向上する。このような経験を地域の子供たちに平等に提供できる場が必要である。当該事業に係る

地域の現状と課題

事業目的

那須塩原市の小中学生とその保護者に、ワークショップやスポーツなどの習いごとを始め、地産地消や職業についても学びの
機会となるイベントを開催する。親子で楽しみながら、様々な体験の種類・選択肢があることを知ってもらい、自発的、積極的な
体験活動への意欲が向上することを目的とする。

事業概要

［令和６年度］
開催日：令和6年5月26日（日）10：00-17：00
開催場所：石川スポーツグラウンド（くろいそ運動場）
イベント内容：スポーツ体験、ものづくりワークショップ、職業体験、お楽しみショー、ショベルカー・消防車への試乗体験など
4/1～4/30  クラウドファンディング実施
4/10～4/20 那須塩原市内の小中学校へイベントチラシ配布
4/22～5/22 事業内の予約項目の体験受付
5/25       事業前日 イベント開催準備
5/26       事業当日 イベント開催
5/27       事業後の片付け等
5/28～8/31 事業実施効果の検証、イベント開催報告書作成

［令和７年度］
令和６年度事業の実施効果（アンケートの検証など）を見ながら、より良い事業を継続して実施する。

事業に係る市町総合戦略の目標及びKPI

【基本目標４】 安心して住み続けたい魅力的な地域をつくる
【具体的な施策】⑥生涯学習、文化・芸術、生涯スポーツの充実
【目標指標】本市に住み続けたいと思う人の割合 【現状値(R1)】 65.6% → 【R9】 上昇を目指す(75％以上)
コミュニティスクールの導入率 【現状値（R3）】 0％ → 【R9】 100％

担当者名

連絡先

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

300,000

200,000

822,000

1,322,000

２　支出の部

県交付金

361,118 160,000 80,000 201,118
体験講師、ステージショー

253,385 100,000 50,000 153,385
チラシデザイン、HP制作・運用、
仮設トイレ設置

22,000 20,000 10,000 2,000
チラシ印刷代10,000枚
アンケート800枚

5,390 5,000 2,500 390
テント借用

9,105 5,000 2,500 4,105
イベント保険代

19,360 9,700 4,850 9,660
会場設営消耗品

45,360 0 0 45,360
体験講師・ステージショー協力者飲
料代

440 300 150 140
報償金振込手数料

300,139 0 0 300,139
クラウドファンディング支援金支出分
無料配布用食材

68,049 0 0 68,049
クラウドファンディング支援金支出分
無料配布用消耗品

220,000 0 0 220,000
クラウドファンディング支援金支出分
寄付手数料

4,400 0 0 4,400
クラウドファンディング支援金支出分
寄付者掲示用看板印刷

8,854 0 0 8,854
クラウドファンディング支援金支出分
余剰分寄付

4,400 0 0 4,400
補助経費対象外
青年会議所用看板代

1,322,000 300,000 150,000 1,022,000

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 こども体験フェスティバルVol.2

対象年度

備考科目

市補助金

自己資金

寄付金

財源

計

科目
予算額
（精算額）

備考市町支出額
自主財源等

報償費

委託料

印刷製本費

賃借料

印刷製本費（対象外）

寄付金（対象外）

雑費（対象外）

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

保険料

消耗品費

食糧費（対象外）

手数料

原材料費（対象外）

消耗品費（対象外）

手数料（対象外）



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）
令和６年度 令和７年度 支援期間の 支援期間の

・那須地区の民謡の調
査
・編曲制作
・演奏会の実施

・編曲した楽曲以外の民
謡の編集、検討
・編曲した民謡の普及活
動
・演奏会の実施

・編曲した楽曲以外の民
謡の編集、検討
・編曲した民謡の普及活
動
・演奏会の実施

320,656 320,000 640,656 320,000

288,000 224,000 512,000 0

うち県交付金 144,000 112,000 256,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 0 32,656 96,000 128,656 320,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 那須塩原市

事業名 那須地区民謡・三味線等の伝統音楽普及事業

事業主体の名称 津軽三味線那須塩原連合会

代表者の名称 山口　理貴

事業主体の所在 〒329-3152　那須塩原市島方420-2

事業主体の概要

・団体の目的：津軽三味線演奏や民謡を歌う有志が集い、三味線や県内外の民謡等の伝統音楽の普及を目的とする
・設立年月日：２０２１年４月１日
・構成員等：１２人

身近にあった民謡や三味線等の音楽を聴く機会が少なくなっている。那須地区に伝わる民謡もあるが、伝統音楽が敷居の高
いものと思われ、広く知られていない状況にある。当該事業に係る

地域の現状と課題

事業目的

那須地区の伝統音楽を本来の演奏の形から現代的に編曲し、その演奏を通じて那須地区民謡や三味線等の伝統音楽を身近
に感じてもらう機会をつくる。

事業概要

［令和６年度］
那須地区に伝わる民謡等の伝統音楽を調査し、その歴史や伝統的な演奏方法を確認。その中から２曲、地元音楽家と編曲
（楽曲アレンジ）を制作。和洋の要素を織り交ぜ、民謡に馴染みの無い方から愛好家まで聞ける楽曲を制作した。
またそれらを演奏する機会を２回企画・実施。地域の文化を後世に伝えるため、邦楽初心者も入りやすいよう配慮した演奏会
を実施し、那須地区民謡や三味線等の伝統音楽を身近なものに感じてもらう機会とした。企画以外でも依頼された演奏会の中
で那須地区の伝統音楽を演奏することができた。
・４～５月　那須地区の民謡の調査、編曲制作
６月８日　第５回和のステージでの演奏（三島ホール）　来場者２４０名
１０月２６日　新蕎麦提供イベントでの演奏（関谷もみじの郷）来場者約４５０名
１１月３０日　ライトアップ点灯式での演奏（塩原温泉湯っぽの里）来場者約３００名
２月１６日　うぇるる協働のつどいでの演奏披露（まちなか交流センターくるる）来場者１０８名

［令和７年度］
演奏依頼や企画を打診されており、楽曲を普及させるため継続して演奏会を実施し、地域の魅力発信に努める。那須地区の
他の民謡の編集も検討する。

事業に係る市町総合戦略の目標及びKPI

【基本目標４】 安心して住み続けたい魅力的な地域をつくる
【具体的な施策】⑥生涯学習、文化・芸術、生涯スポーツの充実
【目標指標】本市に住み続けたいと思う人の割合 【現状値(R1)】 65.6% → 【R9】 上昇を目指す(75％以上)
コミュニティスクールの導入率 【現状値（R3）】 0％ → 【R9】 100％

担当者名

連絡先

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

288,000

32,656

320,656

２　支出の部

県交付金

210,000 200,000 100,000 10,000
謝礼
楽曲制作・演奏出演

40,056 40,000 20,000 56
演奏会チラシ作成
1,000部×3回

19,000 10,000 5,000 9,000
会場費、音響使用料

51,600 38,000 19,000 13,600
スピーカー、マイク

0 0 0 0

0

0

0

0

0

320,656 288,000 144,000 32,656

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 那須地区民謡・三味線等の伝統音楽普及事業

対象年度

備考科目

市補助金

自己資金

財源

市町支出額
自主財源等

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

計

科目
予算額
（精算額）

報償費

印刷製本費

使用料

消耗品費

備品購入費

備考



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）
令和５年度 令和６年度 令和７年度 支援期間の 支援期間の

・サッカー交流戦
・技術指導イベント
・地域への無償開放
・定期的なグラウンド維
持管理

・サッカー交流戦
・技術指導イベント
・グラウンドゴルフ等多
世代交流イベント
・地域への無償開放
・定期的なグラウンド維
持管理

・サッカー交流戦
・技術指導イベント
・グラウンドゴルフ等多
世代交流イベント
・地域への無償開放
・定期的なグラウンド維
持管理

・サッカー交流戦
・技術指導イベント
・地域への無償開放
・定期的なグラウンド維
持管理

453,400 945,169 811,000 2,209,569 811,000

300,000 500,000 405,000 1,205,000 0

うち県交付金 150,000 250,000 202,000 602,000

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 153,400 445,169 406,000 1,004,569 811,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 那須塩原市

事業名 きらサパ（きらむぎサッカーパーク）交流事業

事業主体の名称 一般社団法人きらむぎサッカーパーク

代表者の名称 秋元　信彦

事業主体の所在 〒329-3147　那須塩原市東小屋295-4

事業主体の概要

・団体の目的：多くの子どもたちにサッカーができる環境をつくるため、グラウンドを整備し、子どもたちを中心とした交流の場を
提供する。
・設立年月日：令和5年11月15日
・構成員等：8人

サッカー人口が増加しグラウンド使用の需要が高まる中、新型コロナウイルス感染症の感染拡大により公共施設の利用ができ
ず子どもたちの練習や試合を行う場所が激減した。これをきっかけに市内の有志のグループが天然芝のグラウンドを整備し、令
和３年から供用を開始した。現在は公共施設の利用制限の問題はほぼ解消したが、練習場所となるグラウンドが不足している
状況は継続している。また、天然芝のグラウンドは冬季期間に使用できないため、冬期は市内のサッカーチームが市外に遠征
することもある。

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業目的

天然芝で子どもたちがサッカーのできる環境と交流の場を提供する。地域の人が自然と集う場を作り、また、その協力によりグ
ラウンドを維持管理し世代間交流の場とする。県内外からのチームが利用することで那須塩原市を訪れる機会を創出する。

事業概要

［令和６年度］
週末のサッカー交流戦でのグラウンド利用のほか、平日は通年で家族や小グループによるサッカーの自主練習場として無料開
放した。年代に関係なく、幅広いスポーツに利用してもらうためのイベントを開催した。また、広報誌による情報発信を行った。

 4～11月の週末　小学生チームによる交流戦を開催。参加チーム数：126チーム
10/20　北那須サッカー連盟未加盟の小学校を対象としたサッカー大会開催。参加者：86人
　　　　　※選手数が少ないため連盟に加盟できない小学校のサッカーチームによる8人制での試合
8/24，25　府中市のサッカーチームの合宿受入れ
10/14　ウォーキングフットボール大会　参加者：6チーム30人
2/9　　グラウンドゴルフ交流戦　参加者：64～88歳までの80人

環境整備
4月中旬：除草剤散布（1回目）
5月中旬：肥料散布（1回目）
7月上旬：肥料散布（2回目）
9月中旬：肥料散布（3回目）
10月下旬：肥料散布（3回目）
              除草剤散布（2回目）
12月上旬：目砂散布
4～11  月期間中 随時、メイングランド以外のサブグラウンド、フェンス周辺の雑草除去作業

［令和７年度］
継続して維持管理・整備を行い、サッカー環境と幅広い世代の交流の場を提供する。

事業に係る市町総合戦略の目標及びKPI

【基本目標４】 安心して住み続けたい魅力的な地域をつくる
【具体的な施策】⑥生涯学習、文化・芸術、生涯スポーツの充実
【目標指標】本市に住み続けたいと思う人の割合 【現状値(R1)】 65.6% → 【R9】 上昇を目指す(75％以上)
コミュニティスクールの導入率 【現状値（R3）】 0％ → 【R9】 100％

担当者名

連絡先

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

247,115

198,000

54

945,169

２　支出の部

県交付金

21,370 10,000 5,000 11,370
肥料

30,860 20,000 10,000 10,860
草刈機ガソリン代

162,554 80,000 40,000 82,554
除草剤、石灰

407,000 230,000 115,000 177,000
目砂散布工、塗装委託

18,470 10,000 5,000 8,470
チラシ・ポスター印刷費

199,999 100,000 50,000 99,999
AED購入

80,190 40,000 20,000 40,190
仮設トイレ汲取り
振込手数料

14,726 10,000 5,000 4,726
Facebook等広告代

10,000 0 0 10,000
領収証なし

0

945,169 500,000 250,000 445,169

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 きらサパ（きらむぎサッカーパーク）交流事業

対象年度

備考科目

市補助金

自己資金

事業収入

雑入

財源

市町支出額
自主財源等

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

計

科目
予算額
（精算額）

原材料費

燃料費

消耗品費

委託料

印刷製本費

備品購入費

手数料

役務費

対象外経費

備考



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）
令和５年度 令和６年度 令和７年度 支援期間の 支援期間の

・カレンダー作成配布

・消防団理解促進講演
会開催
・カレンダー作成配布
・子どもたちが消防団活
動に触れるきっかけづく
り

・カレンダー作成配布
・協力団体、企業との連
携
・子どもたちが消防団活
動に触れるきっかけづく
り

・カレンダー作成配布
・協力団体、企業との連
携
・子どもたちが消防団活
動に触れるきっかけづく
り

800,242 807,340 800,000 2,407,582 800,000

300,000 500,000 385,000 1,185,000 0

うち県交付金 150,000 250,000 192,500 592,500

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 500,242 307,340 415,000 1,222,582 800,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 那須塩原市

事業名 第一分団消防団PR事業

事業主体の名称 那須塩原市消防団黒磯支団第一分団後援会

代表者の名称 小泉　信三

事業主体の所在 〒325-0013　那須塩原市鍋掛1087-1331

事業主体の概要

・団体の目的：那須塩原市消防団黒磯支団第一分団内の消防運営及び消防施設の充実に協力する。
旧黒磯地区の自治会長から構成され、消防団への活動支援を行う。
※活動に必要な備品購入の支援、消防団操法競技大会出場に必要な経費支援など
・設立年月日：昭和32年4月
・構成員等：9,980世帯

那須塩原市消防団は地区ごとに分かれており、それぞれ地域に密着しながら、地域の安心安全のために活動している。団員の
年代の人口が少なく、また、消防団活動への理解が不足しているため消防団員の後継者不足が問題となっている。当該事業に係る

地域の現状と課題

事業目的

消防団員の活動を理解してもらうために、消防団の活動紹介やPRを行う。（イメージは佐川男子）特に、将来の消防団員候補と
もいえる子どもたちに向け、身近な大人の雄姿を憧れと感じてもらい、消防団は地域を守る大切なボランティア活動であることを
理解してもらう。

事業概要

［令和６年度］
那須塩原市内モデルケースとして、消防団員確保のためのPR事業(カレンダー作成）を実施した。先行し黒磯支団が実施後、市
内全域に波及させる。
5月26日　後援会総会、消防団理解促進のための講演会開催（対象者：後援会会員、消防団員、市民）
　　　　　　 場所：いきいきふれあいセンター　講師：市野蒼さん（少年防災士）　出席者：６５名
　　　　　　 カレンダー作成プロジェクトチーム結成
7月31日　カレンダー作成第1回実行委員会　場所：いきいきふれあいセンター
　　　　　　全体の説明、データ（レイアウト案）作成依頼
10月30日　第2回実行委員会　場所：いきいきふれあいセンター
　　　　　　　レイアウト報告、デザイン担当選出
11月8日　　第3回実行委員会　場所：いきいきふれあいセンター
　　　　　　　レイアウト統一、最終チェック
11月10日　原案確認
11月22日　最終校正完了
12月10日　第3回実行委員会　場所：稲村公民館
　　　　　　　各部長→自治会長→各戸配布
その他幼稚園・保育園、小中高等学校及び関係機関に配布

［令和７年度］
市内の他地区分団も含め、継続して市内全域及び関係機関により一層消防団の理解を広めていく。
少年少女消防クラブをつくり育成する。また、子どもたちが参加できる出初め式を行い、消防団をさらにPRしていく。

事業に係る市町総合戦略の目標及びKPI

【横断的目標】 新しい時代の流れを力にする
【具体的な施策】①ニューノーマル（新たな社会）～時代の変化に柔軟に適応した安全安心なまち～
【目標指標】自主防災組織の世帯カバー率 【現状値（R3）】 81.6% → 【R9】 95％

担当者名

連絡先

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

500,000

307,340

807,340

２　支出の部

県交付金

24,498 10,000 5,000 14,498
USBメモリ、A4用紙、インク、
封筒

728,080 470,000 235,000 258,080
資料印刷代、コピー代、カレン
ダー印刷

9,290 5,000 2,500 4,290
はがき、切手

31,202 15,000 7,500 16,202
講演謝礼21,202
カレンダー編集謝礼10,000

11,700 0 0 11,700
補助経費対象外
会議時のお茶代

2,570 0 0 2,570

0

0

0

0

807,340 500,000 250,000 307,340

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 第一分団消防団PR事業

対象年度

備考科目

市補助金

自己資金

財源

市町支出額
自主財源等

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。

計

科目
予算額
（精算額）

消耗品費

印刷製本費

通信運搬費

報償費

食糧費（対象外）

謝礼（対象外）

備考



別記様式第１号－２

各年度ごとの事業内容及び事業費の内訳 （単位：円）
令和５年度 令和６年度 令和７年度 支援期間の 支援期間の

・青空食堂
・農業体験
・農作物加工
・環境保全活動
・耕作放棄地解消への
取組

・青空食堂
・農業体験
・農作物加工
・環境保全活動
・耕作放棄地解消への
取組

・青空食堂
・農業体験
・農作物加工
・環境保全活動
・耕作放棄地解消への
取組

・青空食堂
・農業体験
・農作物加工
・環境保全活動
・耕作放棄地解消への
取組

412,948 393,393 366,000 1,172,341 366,000

300,000 275,000 168,000 743,000 0

うち県交付金 150,000 137,500 84,000 371,500

0

うち県交付金 0

その他自主財源等 112,948 118,393 198,000 429,341 366,000

市町担当情報

電話
FAX
E-mail

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業調書）
【単独事業】

市町名 那須塩原市

事業名 「青空食堂」を核とした地域交流拠点と高齢者の生きがいの創出

事業主体の名称 一般社団法人　青空プロジェクトTHE　DAY

代表者の名称 君島　陽一

事業主体の所在 〒329-2924　那須塩原市中塩原569

事業主体の概要

・団体の目的：耕作放棄地の管理や整備による鳥獣害対策に取り組み、農林業や地域活性化に関心のある若者の誘客や地
域資源を生かした新規事業の立ち上げや起業を創出することにより、栃木県那須塩原市塩原地区を中心とする地域における
人と人、人と自然とのつながりをより強固にすることを目的とする。
・設立年月日：令和2年5月1日
・構成員等：9人

　塩原地区に広がる自然環境を生かし、未来につなげるために、その保全や活用を進める活動を行っているが活動の担い手
がまだ限定的であり、地域における多様な人材の参加を創出できていない。
　また、地域で暮らす住民は担い手だけでなく、大切な資源でもあり、特に高齢者の経験値は、本地域を特徴づける重要な要
素であるため、活動に参加いただき、新たな価値を生み出すとともに、高齢者のいきがいにつなげる必要がある。

当該事業に係る
地域の現状と課題

事業目的

塩原地区で生産した農作物を利用したメニューを提供し、食をとおした生産者と消費者、関係人口と地域住民、また地域住民
同士が交流する場を設け、生きがいを持ちながら暮らせる豊かなコミュニティづくりを推進する。

事業概要

［令和６年度］ 【Ⅰ-d】：
「青空食堂」開催による食の交流。
地域における多様な人材の参加を創出し、関係人口との交流により社会増を目指すイベントを実施。
具体的内容…里山歩き（ハイキング・ランニング）、耕作放棄地解消のための野菜づくり、里山保全の草刈り・枝打ち・農作業
体験。地域のお母さんが作った料理で昼食を取りながらの交流。
4/21、5/18、6/15、7/20、8/18、9/21、10/13、10/19、10/27，11/23

［令和７年度］
「青空食堂」を継続しながら、食をとおした交流の場が地域に定着するよう、地域住民による類似の活動に対して、立ち上げや
運営をサポートする。
地域の高齢者の生きがいをさらに高める取組を検討する。
地域の他のイベントと連動した取組も進める。

事業に係る市町総合戦略の目標及びKPI

【基本目標２】 那須塩原への人の流れをつくる
【具体的な施策】②広域的な連携の推進
【目標指標】社会増減数 【現状値（R3）】 519 人/年  → 【R9】 社会増の維持
定住自立圏内における人口の社会増減 【現状値（R3）】 623 人/年 → 【R9】 社会増を維持

担当者名

連絡先

事業内容

事業費

市町支出金
（ソフト事業分）

市町支出金
（ハード事業分）

担当課（ｸﾞﾙｰﾌﾟ・係）名



別記様式第１号－４

　※連携事業の場合は幹事市町名を記載すること。

6 年度

１　収入の部

予算額
（精算額）

275,000

0

118,393

393,393

２　支出の部

県交付金

76,148 70,000 35,000 6,148
使い捨て食器

5,060 5,000 2,500 60
灯油

212,185 150,000 75,000 62,185
「青空食堂」食材

100,000 50,000 25,000 50,000
冷蔵庫

0

0

0

0

0

0

0

393,393 275,000 137,500 118,393

具体的な支出内容については、備考欄に記入してください。

連携事業のうち、次に該当する場合は、様式１号－５も提出してください。
１　市町のみで事業を実施する場合
２　複数の地域づくり団体等に支出する場合

栃木県わがまちつながり構築事業実績書（単位事業収支精算書）

市町名 那須塩原市

単位事業名 「青空食堂」をとおした地域交流の推進事業

対象年度

備考科目

市補助金

参加者収入

自己資金

財源

計

科目
予算額
（精算額）

備考市町支出額
自主財源等

消耗品費

燃料費

原材料費

備品購入費

計

科目欄には、原則地方自治法施行規則第１５条別記の節（需用費、役務費は細節）の区分を用いてください。


